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研究成果の概要（和文）：本研究は、低速モビリティ導入時の速度差が既存交通に与える影響を評価するため
に、交通量調査が行われていない路線の交通量推計手法の開発を目的とする。令和3年度は、都内22地点の幹線
道路における7年間の交通量データを分析し、交通量変動の説明変数を特定した。令和4年度は、細街路の交通量
を幹線道路から推計するために、両者の交通量変動の類似性を分析した。令和5年度は、周期性と空間的類似性
を統合して、任意の地点・時点の交通量を予測する手法の検討を行った。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a method for estimating traffic volume on routes 
where traffic surveys have not been conducted, in order to assess the impact of speed differences 
introduced by low-speed mobility on existing traffic. In FY 2021, we analyzed seven years of traffic
 volume data from 22 locations on arterial roads in Tokyo to identify explanatory variables for 
traffic volume fluctuations. In FY 2022, we analyzed the similarities in traffic volume fluctuations
 between narrow streets and arterial roads to estimate the traffic volume on narrow streets from the
 arterial roads. In FY 2023, we integrated periodicity and spatial similarity to develop a method 
for predicting traffic volume at any given location and time.

研究分野：交通計画
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により既存の交通量調査で交通量が把握されていない任意の地点・時点の交通量の把握が可能となれば、
MaaS社会の実現に向けて多様なモビリティの空間的な配置計画策定のための基盤データとなる。
また、本研究で得られる交通量の時空間的類似性の知見は、数日後、数時間後の交通量を予測することにも応用
できると期待される。
このことは、自動車交通が自動運転化していく近い将来において、車両が自動で経路選択をする際に必要となる
交通量予報システムの構築のための足掛かりになると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

MaaS社会の実現のための交通手段の一つとして、低速モビリティが着目されている。低速モ
ビリティの導入には、既存の交通との速度差による安全面や渋滞等の懸念から、交通量や速度域
の適した地域や路線への導入を検討する必要がある。しかし、その際の前提情報となる交通量デ
ータの把握は、主要な幹線道路のみにとどまっており、低速モビリティを活用しやすい交通量が
少ない路線ではほとんど把握されていない。申請者のこれまでの研究成果から、観測されていな
い路線の交通量を、周辺の地理情報や主要な幹線道路の交通量との類似性、月や週といった周期
性から推計できる可能性が示されてきた。本研究は、これら交通量の時空間的な類似性を利用し
て、観測されていない路線の交通量の推計手法を開発することを目的とする。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、交通量の時空間的類似性と土地利用や道路機能等の地理情報との関係性を明らか
にし、観測されていない路線の交通量を推計するシステムを構築することを目的とする。具体的
には以下の３点について明らかにする。 

 
目的① 幹線道路交通量の周期性と地理情報との関係に関する分析  
目的② 細街路と幹線道路の交通量の空間的類似性と地理情報との関係に関する分析 
目的③ 時空間的類似性を用いた任意の地点・時点の交通量推計システムの検討 

 
 

 
３．研究の方法 
(1) 幹線道路交通量の周期性に関する分析（初年度 R3） 
 申請者がこれまでに収集した都内の幹線道路 22 断面において一時間ごとの交通量観測を 10
年間観測したデータおよび地理情報の解析により、交通量の周期性の有無と地理情報との関係
について明らかにする。解析では、交通量の変動を月・週・曜日・時間の要素に分解し、それぞ
れの変動要素を考慮した時系列モデリングを行う。モデルの係数と計測地点の地理情報との関
係性、周期性が見られる時期や場所の特徴を明らかにする。 
 
(2) 細街路交通量と幹線道路交通量の空間的類似性に関する分析（２年目 R4） 
申請者がこれまでに収集した細街路交通量のデータとその周辺の幹線道路交通量データの解析
を行い、交通量の空間的類似性について明らかにする。ここでは、幹線道路依存度の高い路線ペ
アの地理的特徴を明らかにするために、平行路線への迂回や、直行路線からの流入といった、路
線の位置関係、周辺の土地利用等の地理情報による影響の分析を行う。 
 
(3) 時空間的類似性を用いた任意の地点・時点の交通量推計システムの検討（３年目 R5） 
ここでは、①により得た交通量の周期性と、②により得た空間的類似性を統合し、任意の地点の
任意の時点の交通量を予測するシステムを構築する。ここでは、入手が容易な変数であるカレン
ダーや時計から得られる情報、及び地図から得られる道路形状の情報を用いて任意の地点・任意
の時点の交通量を予測する手法を構築する。 
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４．研究成果 
(1) 幹線道路交通量の周期性に関する分析（初年度 R3） 
令和 3 年度は、幹線道路の交通量変動において、定常（月、曜日や時間帯等）・非定常（天候
や年等）な要因で説明できる割合、定常・非定常な交通量変動の特性を明らかにすることを目的
として、都内 22 地点の幹線道路における７年間の交通量データの分析を行った。分析の結果、
月変動は都心までの距離、週変動は月番号、曜日変動は昼夜人口比率、時間変動は都心方向角が
重要な説明変数であり、これらカレンダー変数に道路形状の変数を組み合わせることで交通量
変動の 7～9割説明できることを示した。 
 
(2) 細街路交通量と幹線道路交通量の空間的類似性に関する分析（２年目 R4） 
令和 4年度は、交通量が未観測の細街路の交通量を、幹線道路の交通量から推計する手法を開
発するために、細街路と幹線道路の交通量変動の類似性に関する分析を行った。全国約 9千断面
の細街路と付近の幹線道路のペアにおける交通量変動を分析した結果、次の 3 点を明らかにし
た。 
第 1にペアの交通量変動には高い相関（平均 0.7）がみられた。  
第 2 に地域全域の交通量変動の類似性から生じる見かけ上の相関（幹線道路間及び細街路間
の相関）と比べ、ペアの相関は有意に高かった。 
第 3 に幹線道路が付近にあるペアは 5km 以上離れているペアと比べて相関が高く、平行関係
にあるペアのほうが交差関係にあるペアより相関が高い傾向が 
見られた。 
 
(3) 時空間的類似性を用いた任意の地点・時点の交通量推計システム 
任意の地点の任意の時点の交通量を予測する手法を構築するために、交通量の変動のパター
ンをカレンダーや時計から得られる日時を表す変数と、道路ネットワーク形状を表す変数から
説明できるモデルを構築した。分析の結果、以下の 3点を明らかにした。 
第 1に、各時間軸の変動パターンは月変動：都心までの距離、週変動：月番号、曜日変動：昼
夜人口比率、時間変動：都心方向角が重要な説明変数であり、これらカレンダー変数と道路形状
の変数で交通量変動の 7～9割説明できる。 
第 2に、交通量変動パターンモデルの結果を用いて、時間帯別交通量を推定した結果、交通量
観測が行われていない路線において 6 割程度、数年に一度の観測が行われている路線で 8 割以
上説明できる可能性がある。 
第 3 に、時間帯別交通量モデルの決定係数が最大になる交通量変動パターンのクラスタ数は、
月変動：8、週変動：4，曜日変動：6，時間変動：11 であった。これらの結果を用いて、従来の
数年に一度の調査結果から任意の月や曜日、時間帯の交通量をある程度推計することができる
可能性があることを示した。 
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